
判
例
研
究

業
務
縮
小
と
整
理
解
雇

の
有
効
性

―
マ
ル
マ
ン
事
件

（大
阪
地
裁
平
成

一
二
年
五
月
八
日
判
決

・

労
働
判
例
七
八
七
号

一
八
頁
）

は
じ
め
に

不
況
が
長
期
化
す
る
な
か
、
一雇
用
は
深
刻
化
の

一
途
を
辿

っ
て
お
り
、
各

企
業
の
雇
用
調
整
手
段
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
禁
じ
手
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
整
理
解
雇
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。　
一
九
九
〇
年
代
以

降
の
整
理
解
雇
事
件
は
、　
一
〇
〇
件
を
超
え
て
お
り

（別
表
参
照
）
、
こ
れ

は
、
ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン
下
に
お
け
る
人
員
整
理
の
時
代
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後

の
人
員
整
理
の
時
代
に
匹
敵
し
て
お
り
、
わ
が
国
が
ま
さ
に
人
員
整
理
の
第

二
の
大
波
の
時
代
に
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
判
例
を
み
る
と
お
よ
そ
七
割
程
度
が
整
理
解
雇
無
効
と
の
判
断
を

業
務
縮
小
と
整
理
解
雇
の
有
効
性

示
し
て
い
る
が
、
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
整
理
解
雇
の
要
件
を
厳
格
に
判
断
し

て
き
た
立
場
か
ら
、
こ
れ
ら
を
緩
和
し
て
整
理
解
雇
を
有
効
と
判
断
す
る
判

例
が
現
れ
は
じ
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
企
業
が
年
功

処
遇

・
終
身
雇
用
か
ら
成
果
主
義
賃
金

・
柔
軟
型
雇
用
へ
と
新
た
な
雇
用
シ

ス
テ
ム
の
変
化
を
行
い
つ
つ
あ
り
、
こ
う
し
た
雇
用
構
造
の
変
容
を
背
景
と

し
て
い
る
も
の
と
も
い
え
、
整
理
解
雇
法
理
に
対
し
て
あ
ら
た
め
て
議
論
を

呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
．石
ざ

そ
こ
で
ヽ
本
件
マ
ル
マ
ン
事
件
判
決
を
素
材

と
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
整
理
解
雇
の
判
例
法
理
の
動
揺
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

二
〇
五

中

禾口

夫



法
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一
号
公
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一
年
）

一　
事
件
の
概
要

被
告
会
社
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
商
品
、
時
計
バ
ン
ド
、
時
計
、
喫
煙

具
、
健
康
食
品
等
の
商
品
の
販
売
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
。

原
告
は
、
昭
和
四
二
年
二
月
、
被
告
会
社
に
入
社
し
、
大
阪
支
店
を
振
り

出
し
に
、
営
業
職
に
就
き
、
以
後
、
大
阪
支
店
ビ
ッ
グ
支
店
長
、
名
古
屋
支

店
ビ
ッ
グ
支
店
長
、
東
京
支
店
ビ
ッ
グ
支
店
課
長
、
千
葉
支
店
支
店
長
、
大

阪
中
央
支
店
支
店
長
、
大
阪
支
店
南
部
営
業
部
部
長
等
を
歴
任
し
て
き
た
。

被
告
会
社
で
は
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
主
力
商
品
で
あ
っ
た
家
電
品
の

業
績
が
不
振
と
な
り
、
他
の
商
品
に
つ
い
て
も
売
り
上
げ
拡
大
が
見
込
め
な

い
な
か
、
平
成
六
年
度
に
は
、
平
成
二
年
度
の
売
り
上
げ
五
七
二
億
円
か
ら

約
四
六
％
減
の
三
〇
九
億
円
と
な
り
、
赤
字
決
算
と
な
っ
て
、
取
引
銀
行
か

ら
の
融
資
も
断
ら
れ
た
た
め
、
自
力
で
の
経
営
再
建
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
。
被
告
会
社
は
、
不
採
算
部
門
の
撤
退
、
不
要
資
産
の
売
却
、

一
七
支
店
を
七
支
店
に
統
合
し
、
本
社
を
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
か
ら
品
川
区

西
五
反
田
に
移
転
す
る
な
ど
経
費
削
減
に
努
め
、
平
成
七
年
に
は
、
事
業
部

制
を
採
用
す
る
な
ど
組
織
改
革
も
行

っ
た
、
そ
の
結
果
、
平
成
六
年
度
に
は

約
六
二
億
円
で
あ
っ
た
販
売
費
及
び

一
般
管
理
費
を
平
成
八
年
度
に
は
約
二

〇
億
円
に
な
っ
た
も
の
の
、
売
上
高
の
減
少
に
比
べ
経
費
削
減
が
不
足
し
た

二
〇
六

た
め
当
該
利
益
の
確
保
に
は
至
ら
ず
、
債
務
超
過
状
態
が
続
い
た
。
こ
の
た

め
平
成
七
年
下
期
に
は
課
長
職
以
上
の
者
に
対
し
、　
一
五
％
か
ら
二
五
％
の

給
与
カ
ッ
ト
を
行
う
と
と
も
に
、
人
員
整
理
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
二

一

八
名
の
人
員
を

一
一
〇
名
に
削
減
す
る
計
画
を
立
て
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実

現
の
た
め
新
規
採
用
の
中
止
の
ほ
か
、
希
望
退
職
者
の
募
集
を
決
定
し
た
。

な
お
、
パ
ー
ト
社
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
九
月
に
二
〇
六
名
い
た
も
の

を
平
成
八
年
四
月
に
は

一
七
三
名
と
三
二
名
の
削
減
を
図
っ
た
。

被
告
会
社
は
、
平
成
七
年

一
一
月
に
本
社
部
門
で
希
望
退
職
募
集
の
説
明

を
行

っ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
で
Ｓ
総
務
部
長
代
行
が
説
明
会
を
も
っ

た
。被

告
会
社
は
、
平
成
八
年
四
月
に
組
織
改
編
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
兼
任

販
売
体
制
を
と
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
そ
の
際
、
事
業
の
撤
退
や
縮
小
後
の

販
売
人
数
と
し
て
は
、
七
〇
名
で
足
り
る
と
判
断
し
、
従
前
の
販
売
員

一
一

六
名
か
ら
五
八
名
を
削
減
し
、
大
阪
支
店
に
お
け
る
営
業
部
門
の
人
員
は

一

五
名
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
被
告
会
社
は
、
希
望
退
職
者
の
募

集
に
併
せ
、
退
職
勧
奨
を
行
い
、
大
阪
支
店
に
お
い
て
は
、
平
成
八
年

一
月

時
点
に
お
け
る
二
七
名
の
人
員
は
、
平
成
九
年
二
月
に
は
、　
一
七
名
と
な
り
、

そ
の
う
ち
五
名
の
異
動
、
退
職
予
定
者
が
い
た
た
め
、
販
売
市
場
の
維
持
の

た
め
同
年
二
月
に

一
名
、
同
年
四
月
に

一
名
を
マ
ル
マ
ン
ゴ
ル
フ
か
ら
移
籍



し
、
そ
の
後
同
年
七
月
に
一
五
名
と
な
っ
た
。

原
告
は
、
平
成
七
年
に
行
わ
れ
た
組
織
改
革
に
よ
り
、
大
阪
南
部
営
業
所

か
ら
健
康
品
事
業
部

へ
異
動
と
な
っ
た
。
こ
の
健
康
品
事
業
部
に
お
い
て
、

原
告
は
、
売
上
高
全
体
と
し
て
は
、
他
の
販
売
員
と
比
較
し
て
み
て
も
そ
れ

ほ
ど
劣
ら
な
い
も
の
の
、
被
告
会
社
が
主
力
商
品
と
し
、
原
告
と
し
て
も
そ

の
販
売
に
重
点
を
お
く
べ
き
と
さ
れ
て
い
た
健
康
食
品
の
売
上
げ
の
比
率
が

他
の
販
売
員
と
比
較
し
て
そ
の
半
分
程
度
と
劣

っ
て
お
り
、
売
上
げ
を
増
や

す
よ
う
に
と
の
上
司
の
指
示
に
も
従
わ
ず
、
従
来
ど
お
り
の
販
売
姿
勢
を
変

え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
原
告
は
、
平
成
六
年
大
阪
中
央
支
店
支
店

長
の
と
き
に
行
わ
れ
た
能
力
試
験
で
あ
る

「幹
部
試
験
」
で
は
、
受
験
者
全

員
の
平
均
点
が
七
八

・
六
点
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
四

・
五
点
で

あ
っ
た
が
、
受
験
者

一
六
七
名
中
七
〇
点
未
満
の
社
員
は
わ
ず
か
二
〇
名
程

度
で
あ
っ
た
。
被
告
会
社
は
、
平
成
七
年
に
、
退
職
勧
奨
者
選
定
の
資
料
と

す
る
た
め
、
上
司
に
よ
る

「特
別
考
課
表
」
を
提
出
さ
せ
、
平
成
五
年
、
六

年
の
業
績
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト
、
幹
部
試
験
評
点
の
三
項
目
の
総
合
考
課
、
及

び
平
成
七
年
度
の
業
務
成
果
を
総
合
評
価
し
て
全
社
員
を
Ａ
か
ら
Ｅ
の
五
段

階
に
分
類
し
、
Ｄ
お
よ
び
Ｅ
ラ
ン
ク
の
社
員
を
退
職
勧
奨
の
対
象
者
と
し
た

が
、
原
告
は
、
「特
別
考
課
表
」
の
評
価
が
Ｄ
ラ
ン
ク
、
三
項
目
の
総
合
考

課
評
価
が
Ｃ
ラ
ン
ク
、
平
成
七
年
度
の
業
務
成
果
評
価
が
Ｄ
ラ
ン
ク
と
い
う

業
務
縮
小
と
整
理
解
雇
の
有
効
性

こ
と
で
総
合
的
に
Ｄ
ラ
ン
ク
と
し
て
評
価
づ
け
ら
れ
た
。
原
告
は
、
平
成
八

年
四
月
の
組
織
改
編
の
際
、
右
総
合
考
課
の
結
果
、
ま
た
上
司
の
指
示
に
従

わ
な
い
と
い
っ
た
点
が
協
調
性
に
欠
け
る
と
し
て
、
兼
任
販
売
担
当
制
に
お

け
る
兼
任
販
売
担
当
者
と
す
る
の
は
不
適
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
退
職
勧

奨
の
対
象
者
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
原
告
は
、
平
成
八
年
二
月

一
九
日
、
本

社
で
Ｓ
総
務
部
長
代
行
と
面
談
し
、
希
望
退
職
募
集
に
応
じ
る
意
思
の
確
認

を
受
け
た
が
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
、
な
お
、
こ
の
時
期
、
原
告
と
同
様
に
退

職
勧
奨
の
対
象
と
さ
れ
た
者
は
外
に

一
〇
数
名
お
り
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
希

望
退
職
制
度
に
応
じ
た
り
、
他
の
職
種
に
転
換
し
た
り
し
た
。
原
告
は
、
平

成
八
年
四
月
に
、
大
阪
支
店
第

一
営
業
部
か
ら
本
社
総
務
部
付
と
な
っ
た
。

被
告
会
社
は
、
原
告
が
退
職
勧
奨
に
応
じ
な
い
こ
と
か
ら
、
原
告
を
配
置

す
る
た
め
、
新
た
に
市
場
情
報
室
を
設
置
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
い
う
一肩
書
き
を
与
え
配
転
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
主
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
関
す
る
書
籍
の
内
容
の
レ
ポ
ー
ト
と
い
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
。
被
告
会
社

は
、
原
告
に
対
し
て
、
平
成
九
年
四
月

一
日
付
け
で
、
評
価
期
間
中
の
業
績

評
価
が
全
社
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
こ
と
、
現
行
資
格
の
在
籍
が
七

年
以
上
と
な
っ
た
こ
と
及
び
被
告
会
社
の
再
建
に
向
け
て
の
協
調
性
が
著
し

く
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
資
格
等
級
が
三
級
か
ら
四
級
に
降
格
す

る
処
分
を
行

っ
た
。

二
〇
七
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平
成
九
年
四
月
二
四
日
、
Ｓ
総
務
部
長
代
行
は
、
原
告
に
対
し
、
こ
の

一
年

間
の
業
務
内
容
で
は
市
場
調
査
室
を
継
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
告

げ
、
自
ら
退
職
す
る
よ
う
述
べ
た
。
そ
し
て
、
被
告
会
社
は
、
平
成
九
年
四

月
、
市
場
調
査
室
を
、
同
年
五
月

一
五
日
付
け
で
廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
そ
こ
で
、
被
告
会
社
は
、
平
成
九
年
五
月
九
日
付
け
で
、
原
告
に
対
し

て
、
就
業
規
則
二
八
条
五
項

「天
災
地
変
、
経
済
界
の
変
動
、
そ
の
他
や
む

を
得
な
い
事
由
に
よ
り
会
社
が
事
業
の
縮
小
、
又
は
閉
鎖
の
や
む
な
き
に
い

た
っ
た
と
き
」
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
解
雇
の
意
思
表
示
を
行

っ
た
。

二
　
判
決
要
旨

一

「整
理
解
雇
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
労
働
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
が

な
い
経
営
上
の
理
由
に
よ
り
、
特
定
の
労
働
者
を
解
雇
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
人
員
削
減
の
必
要
性
が
な
い
場
合
、
使
用
者
が
解
雇
回
避

努
力
を
尽
く
さ
な
い
場
合
、
被
解
雇
者
の
人
選
に
合
理
性
が
な
い
場
合
、
さ

ら
に
は
労
働
者
と
の
協
議
を
尽
く
さ
な
い
場
合
の
解
雇
に
つ
い
て
は
、
社
会

通
念
上
合
理
的
な
理
由
が
な
く
解
雇
権
の
濫
用
と
し
て
無
効
に
な
る
と
す
る

の
が
相
当
で
あ
る
。」
　

「人
員
削
減
に
未
達
成
の
部
分
は
あ
る
と
し
て
も
、

そ
の
必
要
性
は
相
当
程
度
減
少
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
市
場
情

二
〇
八

報
室
の
要
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
廃
止
に
よ
っ
て
不
要
と
な
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
廃
止
時
に
、
そ
の
担
当
が
原
告
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、

削
減
の
対
象
者
が
原
告
に
定
ま
る
も
の
で
も
な
い
。
市
場
情
報
室
の
廃
止
は
、

同
年
四
月
に
決
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
マ
ル
マ
ン
ゴ
ル
フ
か
ら
の
営
業
要

員
受
入
れ
は
、
こ
れ
と
時
期
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
原
告
の
成
績
は

決
し
て
優
良
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
就
業
態
度
も
他
の
部
署
か
ら
の
応
援
要

請
を
断
る
な
ど
良
好
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
窺
わ
れ
る
が
、
営
業
成
績
自
体

は
、
被
告
の
経
営
姿
勢
に
沿
わ
な
い
部
分
が
あ
る
と
し
て
も
、
平
均
的
な
レ

ベ
ル
で
あ

っ
た
し
、
原
告
を
右
営
業
要
員
と
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と

い
う
事
情
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」

「原
告
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
関
連
会
社

へ
の
出
向
を
も
含
め
て
、
検
討
の

余
地
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」

「
以
上
の
と
お
り
、
人
員
削
減
の
必
要
性
が
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、
他
に
、

配
転
等
の
解
雇
回
避
措
置
を
採
り
う
る
状
況
の
も
と
で
は
、
原
告
た
だ

一
人

を
、
整
理
解
雇
と
し
て
指
名
解
雇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
は

疑
間
で
あ
る
。
退
職
勧
奨
の
対
象
者
の
内
で
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
の
が
原
告

だ
け
で
あ
る
と
し
て
も
、
他
の
退
職
勧
奨
者
と
の
公
平
を
害
す
る
と
ま
で
の

事
情
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
人
員
削
減
の
必
要
性
の
程
度
、
解
雇
回
避
の
努
力

等
の
諸
事
情
を
総
合
し
て
判
断
す
る
と
、
原
告
に
対
す
る
本
件
整
理
解
雇
は
、



未
だ
、
社
会
通
念
上
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
解
雇

権
の
濫
用
と
し
て
無
効
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」

「原
告
に
対
す
る
解
雇
は
、
整
理
解
雇
以
外
の
普
通
解
雇
と
し
て
も
、
こ
れ

を
社
会
通
念
上
合
理
的
と
す
る
事
情
は
な
い
か
ら
、
解
雇
権
の
濫
用
と
し
て

効
力
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

一
一

「配
転
命
令
後
、
市
場
情
報
室
設
置
ま
で

一
ケ
月
半
を
要
し
、
そ
の
後
、

具
体
的
な
業
務
指
示
ま
で
さ
ら
に
ニ
ケ
月
を
要
し
た
こ
と
、
市
場
情
報
室
の

態
勢
も
構
成
員
は
原
告

一
人
で
、
十
分
な
成
果
を
得
る
に
は
は
な
は
だ
不
十

分
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
資
格
等
級
に
変
化
は
な
く
、

手
当
を
除
く
賃
金
に
も
変
化
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
無
効
と
す
る
ま

で
の
事
情
は
認
め
ら
れ
な
い
。」

〓
一

「本
件
降
格
処
分
は
、
役
職
を
解
く
た
ぐ
い
の
降
格
で
は
な
く
、
職
能

部
分
の
賃
金
の
減
額
を
も
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
右
賃
金
の
額
は
雇
用
契
約

の
重
要
な
部
分
で
あ
る
か
ら
、
従
業
員
の
同
意
を
得
る
か
、
あ
る
い
は
少
な

く
と
も
就
業
規
則
上
に
そ
の
要
件
に
つ
い
て
明
示
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
件
降
格
処
分
に
お
い
て
は
、
原
告
が
こ
れ
を
承
諾
し
た
事
実
は
な
い
し
、

就
業
規
則
に
懲
戒
処
分
と
し
て
の
降
格
の
規
定
は
あ
る
も
の
の
、
原
告
に
対

す
る
降
格
通
知
書
を
み
て
も
、
そ
の
根
拠
規
定
は
明
ら
か
で
な
い
。
結
局
、

本
件
降
格
処
分
の
根
拠
及
び
そ
の
合
理
性
に
つ
い
て
は
、
未
だ
立
証
が
尽
く

業
務
縮
小
と
整
理
解
雇
の
有
効
性

さ
れ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
て
み
れ
ば
、
本
件
降
格
処
分
の
効
力

は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」

〓
一　
研

究

（１
）

本
判
決
は
、
本
件
解
雇
に
つ
い
て
整
理
解
雇
と
し
て
理
解
し
た
う

え
で
、
こ
れ
ま
で
の
整
理
解
雇
に
関
す
る
判
例
法
理
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
き

た
要
件
基
準
に
拠

っ
て
判
断
を
下
し
て
い
る
。

整
理
解
雇
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
「個
別
解
雇
」
概
念
に
対
す
る
も
の
と

し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
整
理
解
雇
自
体
を
類
型
化
し
て
法
的
評
価
の
出
発

点
と
す
る
学
説
も
あ
る
が
、
整
理
解
雇
は
、　
一
般
的
に
は
、
使
用
者
側
の
経

営
事
情
に
よ
り
生
じ
た
要
員
の
縮
減
の
必
要
性
に
基
づ
き
、　
一
定
数
の
余
剰

労
働
者
を
解
雇
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
」
”
ぶ

こ
の
よ
う
な
整
理
解

雇
に
関
す
る
判
例
は
現
在
ま
で
彩
し
い
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
昭

和
二
四
年
前
後
の
ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン
下
の
大
量
人
員
整
理
時
期
と
、
昭
和
五
〇

年
前
後
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
期
に
集
中
し
て
」
畑
に

と
り
わ
け
ヽ

後
者
の
時
代
の
判
例
に
お
い
て
、
整
理
解
雇
が
ま
っ
た
く
許
さ
れ
な
い
と
す

る
立
場
は
と
ら
な
い
も
の
の
、
解
雇
権
濫
用
法
理
を
基
礎
と
し
な
が
ら
こ
れ

を
厳
し
く
制
限
し
よ
う
と
す
る
法
理
が
明
確
に
示
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

二
〇
九
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判
例
は
、
整
理
解
雇
の
有
効
性
を
判
断
す
る
指
標
と
し
て
、
（
イ
）
人
員
整

理
の
必
要
性
、
（
口
）
解
一雇
回
避
努
力
義
務
、
（
ハ
）
整
理
解
雇
基
準
の
合
理

性
、
（
一じ

整
理
解
雇
手
続
、
の
四
つ
の

「要
件
」
を
あ
げ
て
、
こ
れ
ら
四

要
件
を
整
理
解
雇
に
お
い
て
要
求
し
て
厳
格
に
判
断
し
よ
う
と
す
る
立
場
を

確
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
判
例
の
判
断
枠
組
み
は
、
学
説
の
支
持

を
も
得
て
こ
れ
ま
で
定
立
し
た
考
え
方
と
な
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
整
理
解
雇
に
対
し
て
、
「個
別
解
雇
」
と
区
別
し
な

が
ら
、
厳
格
な

「要
件
」
を
適
用
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
支
持
さ
れ
て
き
た

理
由
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
整
理
解
雇
は
、
企
業

の
経
営
危
機
を
回
避
す
る
等
の
必
要
性
が
あ
る
と
は
い
え
、
労
働
者
に
何
ら

責
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
生
活
基
盤
を
喪
失
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
こ
の
点
か
ら
使
用
者
に
対
し
て
厳
し
い
要
求
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
年
功

処
遇

ｏ
終
身
雇
用
と
い
っ
た

「
日
本
型
雇
用
慣
行
」
の
変
容
が
見
ら
れ
る
今

日
に
お
い
て
も
、
な
お
終
身
雇
用
制
と
い
う
雇
用
慣
行
を
期
待
し
て
き
た
従

業
員
が
多
数
な
お
存
在
す
る
と
い
う
社
会
状
況
の
な
か
で
は
、
企
業
の
社
会

的
責
任
と
し
て
雇
用
保
障
が
強
く
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
も
鑑

み
れ
ば
、
整
理
解
雇
の
当
該
労
働
者
が
納
得
し
う
る
だ
け
の
合
理
的
説
明
が

必
要
で
あ
り
、
整
理
解
雇
を
厳
し
く
制
約
す
る
こ
と
が
社
会
的
妥
当
性
を
有

す
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
は
、
憲
法
二
五
条
、
二

二

一
〇

七
条
の
趣
旨
に
も
適
合
す
る
と
こ
ろ
と
い
え
よ
う
。

近
時
の
整
理
解
雇
を
有
効
と
結
論
づ
け
る
判
例
は
、
こ
の
よ
う
な
判
断
枠

組
み
そ
の
も
の
を
放
棄
す
る
も
の
な
の
か
、
四
要
件
の
い
ず
れ
か
を
必
要
で

な
い
と
す
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
の
内
容
の
判
断
基
準
を
緩
和

す
る
も
の
な
の
か
、
な
お
、
そ
の
判
例
の
動
揺
に
つ
い
て
の
分
析
を
確
定
で

き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
整
理
解
雇
の
四
要
件
基
準
に
対
し
て
再
考
を
求
め

て
い
る
も
の
と
も
い
え
る
。
そ
こ
で
、
各
要
件
に
つ
い
て
の
具
体
的
基
準
に

つ
い
て
あ
ら
た
め
て
整
理
し
て
お
く
必
要
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
以
下
、
本
件

事
案
に
関
す
る
こ
れ
ら
整
理
解
雇
の
四
要
件
に
関
す
る
判
断
に
つ
い
て
見
て

い
き
た
い
。

（２
）

人
員
整
理
の
必
要
性
の
要
件
と
は
、
経
営
上
の
事
情
に
よ
り
整
理

解
雇
に
よ
っ
て
要
員
の
縮
減
を
行
な
う
必
要
性
が
客
観
的
に
存
在
す
る
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
は
、
（
ａ
）

人
員
整
理
を
し
な
け
れ
ば
企
業
の
存
続
維
持
が
危
殆
に
瀕
す
る
程
度
に
差
し

迫

っ
た
必
要
性
を
要
す
る
と
い
う
考
え
方

（大
村
野
上
事
件

・
長
崎
地
裁
大

村
支
部
昭
和
五
〇
年

一
二
月
二
四
日
判
決
判
例
時
報
八

一
三
号
九
八
頁
等
）
、

（ｂ
）
客
観
的
に
高
度
な
経
営
上
の
必
要
性
が
あ
れ
ば
足
り
る
と
い
う
考
え

方

（東
洋
酸
素
事
件

・
東
京
高
裁
昭
和
五
四
年

一
〇
年
二
九
日
判
決
労
働
判

例
三
二
〇
号
七

一
頁
等
）、
（
ｃ
）
生
産
性
向
上
や
利
潤
追
求
の
た
め
で
あ
れ
、



使
用
者
は
人
員
整
理
の
決
定
を
広
範
に
行
な
い
う
る
と
い
う
立
場
か
ら
人
員

整
理
の
必
要
性
を
と
ら
え
る
考
え
方

（日
本
鋼
管
京
浜
製
鉄
所
事
件

・
横
浜

地
裁
川
崎
支
部
昭
和
五
七
年
七
月

一
七
日
判
決
）
に
分
か
れ
、
（
ａ
）
説
と

（ｂ
）
説
が
対
立
し
て
お
り
、
（
ｃ
）
説
を
明
確
に
す
る
も
の
は
ご
く
少
な
っ

か
っ
た
。
こ
の
う
ち

（
ａ
）
説
に
対
し
て
は
、
要
員
の
管
理
に
関
す
る
企
業

経
営
の
決
定
は
使
用
者
の
自
由
と
し
て
最
大
限
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

人
員
整
理
の
必
要
性
に
つ
い
て
司
法
審
査
を
及
ぼ
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
考

え
方
か
ら
あ
ま
り
に
経
営
内
容
に
裁
判
所
の
判
断
が
立
ち
入
り
過
ぎ
る
と
し

て
批
判
も
考
え
ら
れ
る
（が

、）
裁
判
所
が
経
営
責
任
を
負
う
立
場
に
は
な
い
と

い
う
点
か
ら
、
人
員
整
理
の
必
要
性
を
客
観
的
に
厳
格
に
判
断
し
え
な
い
こ

と
に
な
れ
ば
、
企
業
に
お
け
る
余
剰
人
員
の
発
生
を
す
ぐ
れ
て
使
用
者
の
自

由

ｏ
恣
意
に
委
ね
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
わ
が

国
の
年
功
処
遇

・
終
身
雇
用
と
い
う
一雇
用
慣
行
か
ら
理
解
す
る
な
ら
ば
、
労

働
者
に
と
っ
て
重
大
な
不
利
益
を
も
た
ら
す
整
理
解
雇
手
段
を
容
認
す
る
た

め
に
は
、
企
業
外
に
労
働
者
を
排
除
せ
ざ
る
を
え
な
い
余
剰
人
員
の
発
生

・

削
減
に
つ
い
て
客
観
的

・
合
理
的
な
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
意

味
か
ら
す
れ
ば
、
（
ａ
）
説
が
妥
当
で
あ
り
、
憲
法
の
生
存
権
や
労
働
権
を

根
拠
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

本
件
事
案
は
、
不
採
算
部
門
の
閉
鎖
、
不
要
資
産
の
売
却
、
支
店
の
統
廃

業
務
縮
小
と
整
理
解
雇
の
有
効
性

合
な
ど
の
組
織
改
革
な
ど
客
観
的
に
み
て
も
業
績
の
悪
化
に
対
す
る
様
々
な

施
策
を
採
用
し
、
要
員
の
削
減
計
画
も
そ
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る

が
、
（
ａ
）
説
の
立
場
を
と
れ
ば
、
し
か
し
な
お
本
件
整
理
解
雇
を
行
わ
ざ

る
を
得
な
い
人
員
整
理
の
必
要
性
の
存
在
に
つ
い
て
は
肯
定
し
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
か
り
に

（ｂ
）
説
の
立
場
を
と
れ
ば
、
本
件
事
案
に
お
い
て
客
観
的

に
高
度
な
経
営
上
の
必
要
性
が
あ
る
と
は
い
ち
お
う
い
い
得
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
（ｂ
）
説
の
見
解
も
、
経
営
危
機
回
避
と
い
う
性
質
に
お
い
て
客
観

的
に
高
度
な
経
営
上
の
必
要
性
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
件
事
案
が

こ
の
基
準
を
充
た
す
か
ど
う
か
は
慎
重
に
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
、
本
判
決
は
、
要
員
削
減
の
努
力
に
よ
っ
て
、
人
員
整
理
の
必
要

性
は
相
当
程
度
縮
小
し
て
い
た
と
の
判
断
を
示
し
て
お
り
、
妥
当
な
判
断
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
員
整
理
の
必
要
性
に
関
す
る
判
断
を
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
余
剰
人
員
の
発
生
が
た
だ
ち
に
整
理
解
雇
を
肯
定
す
る
性
格
と
は
な

り
え
な
い
以
上
、
業
績
の
悪
化
に
対
し
て
様
々
な
企
業
に
お
け
る
経
営
上
の

施
策
の
努
力
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
人
員
整
理
の
必
要
性
が
存
在

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
（ｂ
）
説
が
、
あ
た
か
も
高

度
の
経
営
上
の
必
要
性
に
関
し
て
、
企
業
の
経
営
危
機
か
ら
整
理
解
雇
を
直

結
し
て
理
解
す
る
か
の
よ
う
に
解
す
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
人
員
整
理
の
必

要
性
の
要
件
は
そ
の
機
能
を
果
た
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
え
よ
う
。
な

一
一
一
一
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ぜ
な
ら
、
上
述
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
人
員
整
理
の
必
要
性
の
要
件
が
考

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
問
わ
れ
る
べ
き
な
の
は
整
理
解
雇
が
必
要
と
さ
れ

る
人
員
整
理
の
必
要
性
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
判
例
が
四
要
件
に
よ
っ

て
判
断
し
て
き
た
う
ち
人
員
整
理
の
必
要
性
基
準
に
関
し
て
は
、
以
上
の
よ

う
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
り
、
も
し
、
人
員
整
理
の
必
要
性
に
つ
い
て
企

業
の
判
断
を
重
視
す
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
解
す
る
と
す
れ
ば
、
客
観
的
な

必
要
性
を
求
め
る
も
の
に
し
ろ
、
そ
れ
は
、
差
別
的
な
も
の
や
不
公
正
な
も

の
と
し
て
行
わ
れ
た
整
理
解
雇
を
否
定
す
る
だ
け
の
基
準
に
し
か
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
整
理
解
雇
の
四
要
件
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
人
員
整
理
の
必
要
性
が

要
求
さ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
の
要
件
自
体
に
お
い
て
整
理
解
雇
を
テ
ス
ト
す

る
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
本
件
判
断
の
よ
う
に
、
当

該
整
理
解
雇
の
必
要
性
と
い
う
視
点
か
ら
人
員
整
理
の
必
要
性
に
つ
い
て
考

察
す
る
こ
と
は
正
し
い
判
断
と
い
え
る
。

（３
）

つ
ぎ
に
、
整
理
解
一雇
回
避
努
力
義
務
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
判

例
で
は
、
具
体
的
に
、
配
転

・
出
向
、　
一
時
帰
休
、
残
業
規
制
、
新
規
採
用

の
停
止
、
希
望
退
職
募
集
、
退
職
勧
奨
な
ど
の
多
様
な
雇
用
調
整
手
段
が
十

分
に
活
用
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
か
を
、
整
理
解
雇
の
要
件
と
し
て
あ
げ
て
き

た
。
こ
れ
ら
は
、
希
望
退
職
募
集
、
退
職
勧
奨
を
除
け
ば
、
現
員
の
雇
用
の

保
障
と
い
う
点
か
ら
要
求
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
解
雇
の
労
働
者
に
及

一
一
一
二

ぼ
す
影
響
と
衡
量
し
て
整
理
解
一雇
の
事
前
に
雇
用
調
整
手
段
と
し
て
選
択
す

べ
き
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
判
例
は
解
雇
回
避
努
力
義
務
と
し

て
希
望
退
職
募
集
を
求
め
て
い
る
が
、
労
働
者
の
自
主
的
決
定
を
尊
重
し
う

る
と
い
う
点
か
ら
、
整
理
解
雇
に
前
置
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
求
し
て
き
た

と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
は
、
通
常
の
退
職
条
件
よ
り
良
い
条
件
を
提
示
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
労
働
者
の
自
発
的
な
退
職
を
促
す
も
の
で
あ
る
が
、
広
く
労

働
者

一
般
に
対
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
が
金
銭
的
補
償
か
、

場
合
に
よ
り
整
理
解
雇
の
対
象
者
と
な
り
う
る
危
険
性
を
有
す
る
残
留
か
を

選
択
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
整
理
解
雇
と
い
う

手
段
を
選
択
し
な
く
て
経
営
再
建
を
な
し
う
る
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
か
ら
、
労
働
者
の
意
に
反
し
た
整
理
解
雇
に
比
較
し
て
、
希
望
退
職
募
集

が
整
理
解
雇
回
避
努
力
義
務
の
具
体
的
内
容
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
首

肯
で
き
よ
う
。

本
件
事
案
は
、
希
望
退
職
募
集
を
広
く
行

っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
、
整

理
解
雇
回
避
努
力
義
務
を
尽
く
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
把
握
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
明
確
で
な
い
う
え
、
あ
わ
せ
て
被
告
会
社
が
退
職

勧
奨
を
お
こ
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
は
希
望
退
職
募
集
と
異
な
り
個
別
に
退
職

を
促
す
も
の
と
い
え
、
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
労
働
者
を
整
理
解
雇
対
象
者

と
し
て
位
置
づ
け
る
か
の
よ
う
な
運
用
を
し
た
と
す
れ
ば
、
整
理
解
雇
回
避



努
力
義
務
と
し
て
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
退
職

勧
奨
に
応
じ
な
か
っ
た
労
働
者
は
、
か
り
に
人
員
整
理
の
必
要
性
が
な
お
存

在
し
整
理
解
一雇
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
客
観
的

・
合

理
的
な
整
理
解
雇
基
準
が
示
さ
れ
な
い
間
は
、
そ
こ
で
余
剰
と
認
め
ら
れ
る

労
働
者
に
つ
い
て
具
体
的
特
定
を
し
て
は
な
ら
ず
、
整
理
解
雇
対
象
者
に
は

な
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
件
事
案
に
関
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に

お
い
て
、
退
職
勧
奨
が
整
理
解
雇
回
避
努
力
義
務
と
位
置
づ
け
う
る
か
は
疑

間
で
あ
り
、
本
判
決
が
こ
う
し
た
観
点
か
ら
整
理
解
雇
回
避
努
力
に
つ
い
て

否
定
的
に
捉
え
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

ま
た
、
本
件
事
案
は
、
退
職
勧
奨
に
応
じ
な
い
原
告
を
配
置
替
え
を
し
た

う
え
で
、
配
置
部
署
の
閉
鎖
に
よ
り
余
剰
人
員
に
該
当
す
る
と
の
判
断
を
し

て
い
る
が
、
部
門
閉
鎖
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
門
に
配
置
さ
れ
た
労
働

者
を
整
理
解
雇
対
象
者
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
判
決
が
述
べ
る
よ
う

に
、
な
お
、
他
の
部
署
に
対
す
る
配
転
可
能
性
の
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。
と

く
に
、
本
件
事
案
の
よ
う
に
、
退
職
勧
奨
に
応
じ
な
い
労
働
者

（本
件
事
案

で
は

一
名
）
に
つ
き
、
配
置
す
る
部
署
を
新
設
し
た
う
え
、
そ
の
部
署
を
閉

鎖
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
労
働
者
を
整
理
解
雇
対
象
者
と
し
て
選
定

し
う
る
こ
と
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
整
理
解
雇
に
関
す
る
要
件
の
適
用
を
事

実
上
否
定
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
企
業
に
対
し
て
は
配
転
可
能
性
等
の
整
理

業
務
縮
小
と
整
理
解
雇
の
有
効
性

解
雇
回
避
努
力
義
務
が
な
お
課
せ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
本
件
事
案
の
よ
う
に
事
実
上
労
働
者

一
名
に
対
し
て
行
わ
れ
る

整
理
解
雇
の
場
合
に
は
、
整
理
解
雇
回
避
努
力
義
務
と
の
関
係
に
お
い
て
も

厳
格
な
基
準
の
運
用
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、　
一
名
の
労

働
者
に
対
す
る
整
理
解
雇
を
回
避
す
る
手
段
に
つ
い
て
は
、
多
数
労
働
者
に

対
す
る
も
の
に
比
べ
て
企
業
が
選
択
で
き
る
可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

（４
）

ま
た
、
整
理
解
雇
が
労
働
者
の
責
に
帰
す
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
誰
を
整
理
解
雇
対
象
者
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
に

十
分
納
得
の
い
く
公
正
さ
が
要
求
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
使
用
者
の
恣
意
に

よ
っ
て
整
理
解
雇
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
整
理
解
雇
の
人
選
に
お
い
て
そ
の

基
準
の
設
定
及
び
適
用
の
合
理
性
、
公
平
さ
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
、
学
説

・
判
例
と
も
整
理
解
雇
の
要
件
と
し
て
掲
げ
る
。
こ
れ
は
、

整
理
解
雇
が
倒
産
と
い
っ
た
最
悪
の
経
営
危
機
を
回
避
す
る
も
の
と
し
て
実

施
さ
れ
る
も
の
と
理
解
す
れ
ば
、
倒
産
し
た
場
合
に
は
従
業
員
の
全
員
解
雇

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、　
一
部
の
労
働
者
の
犠
牲
に
よ
り
全
労

働
者
の
解
雇
と
い
う
事
態
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
危
険
は
労
働
者
が
ま
ず
は
平
等
に
負
担
す

べ
き
性
格
の
も
の
と
い
え
、
こ
う
し
た
意
味
か
ら
公
平
な
整
理
解
雇
基
準
が

一
一
一
一一一
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要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
経
営
危
機
回
避
と
し
て
実
施
さ
れ
る

一

部
門
の
閉
鎖
に
よ
る
余
剰
人
員
の
発
生
に
関
し
て
整
理
解
雇
が
容
認
さ
れ
る

場
合
で
も
、
全
従
業
員
を
対
象
と
し
て
整
理
基
準
が
立
て
ら
れ
る
べ
き
も
の

と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、
整
理
解
雇
基
準
に
つ
い
て
は
、
当

該
部
門
の
労
働
者
を
選
定
す
る
よ
う
な
も
の
で
な
く
、
な
に
よ
り
も
客
観
的

・

合
理
的
な
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
整
理
解
雇
が
倒
産
回
避
、

企
業
再
建
の
た
め
の
や
む
を
得
な
い
手
段
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
か
ら
す
れ

ば
、
企
業
の
再
建
に
と
っ
て
必
要
な
人
材
を
確
保
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、

実
質
的
な
労
働
能
力
評
価
と
い
う
観
点
か
ら
そ
の
合
理
性
は
理
解
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
見
る
と
、
本
件
事
案
は
、
退
職
勧
奨
を

原
告
た
だ

一
人
が
拒
否
を
し
て
お
り
、
配
置
替
え
や
部
門
閉
鎖
に
よ
り
、
そ

の
結
果
原
告
を
整
理
解
雇
対
象
者
と
し
て
選
定
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
整
理
解
雇
の
基
準
の
合
理
性
を
満
た
す
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
た
し
か
に
、
本
件
事
案
で
は
、
退
職
勧
奨
に
際
し
て
特
別
考
課
表
を

用
い
て
選
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
、
整
理
解
一雇
対
象
者
を
選
定
す
る
う
え

で
の
労
働
能
力
の
評
価
の
合
理
的
基
準
と
い
き
る
か
は
、
そ
の
特
別
考
課
表

を
作
成
す
る
基
礎
と
し
た
各
評
価
を
見
る
と
き
は
た
し
て
客
観
性
が
担
保
さ

れ
て
い
る
か
疑
間
で
あ
り
、
整
理
解
雇
の
合
理
的
基
準
と
は
い
い
得
な
い
で

二

一
四

あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
本
判
決
が
原
告
の
成
績
の
評
価
に
関
し
て
、
要
員
と
し

て
の
職
務
遂
行
能
力
が
必
ず
し
も
困
難
で
あ
る
と
の
判
断
は
で
き
な
い
と
し

た
点
は
妥
当
で
あ
る
。

（５
）

整
理
解
雇
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
学
説

・
判
例
は
使
用
者
の

人
員
整
理
の
必
要
性
と
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
き
、
労
働
組
合
お
よ
び
労
働

者
に
説
明
を
な
し
、
十
分
な
協
議
を
経
て
納
得
を
得
る
よ
う
努
力
す
べ
き
義

務
が
あ
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
る
。
整
理
解
雇
が
労
働
者
の
責
に
帰
す
べ
か

ら
ぎ
る
理
由
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
者
に
要
請
さ

れ
る
信
義
則
上
の
義
務
で
あ
る
。
こ
の
点
本
件
事
案
は
、
退
職
勧
奨
を
原
告

た
だ

一
人
が
拒
否
を
し
て
お
り
、
配
置
替
え
や
部
門
閉
鎖
に
よ
り
、
結
局
原

告
を
整
理
解
雇
対
象
者
と
し
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
過
程
で
原

告
に
説
明
さ
れ
た
の
は
退
職
勧
奨
と
し
て
で
あ
り
、
本
件
整
理
解
雇
に
関
し

て
原
告
や
労
働
者
代
表
に
と
く
に
説
明
や
協
議
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
本
判

決
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
と
く
に
判
断
を
し
て
は
い
な
い
が
、
整
理
解
雇
に

関
す
る
協
議
義
務
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
で
ろ
う
。

（６
）

以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
そ
の
判
断
枠
組
み
に

つ
い
て
整
理
解
雇
の
四
要
件
を
要
求
す
る
従
来
の
判
例
法
理
を
踏
襲
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
判
断
は
支
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
今
後
、
わ
が

国
の
雇
用
慣
行
が
変
容
し
て
雇
用
調
整
の
処
理
方
法
が
か
り
に
変
わ
っ
て
い



く
よ
う
な
環
境
変
化
の
も
と
で
は
、
経
営
戦
略
に
よ
っ
て
業
務
縮
小
や
部
門

閉
鎖
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
も
、
業
務
縮
小
や
部
門
閉
鎖
が
労
働
者
の
過
大
な
負
担
を
強
い
る
も
の

と
し
て
そ
の
実
施
に
つ
い
て
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
わ
が
国
の
年
功
処
遇

・
終
身
雇
用
と
い
う
雇
用
慣
行
の
も
と
で
労
働
し

て
き
た
個
々
の
従
業
員
に
対
し
て
は
、
従
来
ど
お
り
整
理
解
雇
法
理
を
原
則

的
に
適
用
す
べ
き
こ
と
は
確
認
を
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の

よ
う
な
環
境
下
に
お
い
て
は
、
一雇
用
の
企
業
に
お
け
る
位
置
づ
け
や
社
会
的

評
価
は
十
分
変
わ
り
う
る
も
の
と
も
い
え
、
そ
う
な
れ
ば
、
各
要
件
相
互
の

関
係
や
要
件
の
位
置
づ
け
等
整
理
解
雇
法
理
の
理
論
的
基
盤
自
体
の
再
検
討

は
あ
ら
た
め
て
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
（”
¨

な
お
、
本
判
決
は
、
整
理
解
雇
に
先
だ

っ
て
行
わ
れ
た
降
格
処
分
に
関
し

て
も
、
就
業
規
則
上
の
根
拠
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
無
効
と
し
て

お
り
、
降
格
に
関
し
て
は
労
働
者
の
同
意
や
明
確
な
根
拠
を
求
め
ら
れ
る
も

の
と
い
え
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
妥
当
な
判
断
で
あ
（争

業
務
縮
小
と
整
理
解
雇
の
有
効
性

（
１
）
整
理
解
雇
に
関
す
る
最
近
の
議
論
と
し
て
は
、
盛
誠
吾

「整
理
解
雇

法
理
の
意
義
と
限
界
」
労
働
法
律
旬
報

一
四
九
七
号
六
頁
、
北
海
道
大

学
労
働
判
例
研
究
会

「特
集

・
整
理
解
雇
判
例
法
理
の
総
合
的
検
討
上

・

下
」
労
働
法
律
旬
報

一
五
〇

一
、　
一
五
〇
二
号
、
労
働
弁
護
団

「特
集

・

東
京
地
裁
労
働
部
の
整
理
解
雇
要
件
緩
和

ｏ
変
更
判
決

・
決
定
批
判
」

季
刊
労
働
者
の
権
利
二
二
五
号
等
。

（２
）
下
井
隆
史

「整
理
解
雇
の
法
律
問
題
」
学
会
誌
労
働
法
五
五
号
三
二

頁
。

（３
）
こ
れ
ら
の
時
代
の
整
理
解
雇
判
例
を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、
法
政

大
学

・
中
央
大
学
大
学
院
労
働
法
合
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

『整
理
解
雇
を
め

ぐ
る
判
例
総
覧
』
労
働
法
律
旬
報
九
八

一
号
、
最
高
裁
事
務
総
局
編

『
整
理
解
雇
に
関
す
る
判
例
』
法
曹
会
昭
和
五
九
年
、
保
原
喜
志
夫

「整
理
解
雇
を
め
ぐ
る
判
例
の
法
理

（
一
）
～

（七
と

判
例
評
論
二
七

五
号
、
二
七
七
号
、
二
七
八
号
、
二
九
八
号
、
三
〇
〇
号
、
三
〇
三
号

等
。

（４
）
小
西
國
友

「整
理
解
一雇
の
法
理
」
ジ

ュ
リ
ス
ト
五
八
五
号
三
二
頁
。

（
５
）
拙
稿

「整
理
解
雇
の
必
要
性
と
整
理
基
準
に
よ
る
性
差
別

（
一
）

公
し
」
労
働
判
例
三
〇
八
号
二
七
頁
、
三

一
〇
号
四
頁
、
盛
誠
吾

「整

理
解
雇
の
有
効
性
要
件

（
一
）
公
し
」
労
働
判
例
三
四

一
号

一
五
頁
、

二

一
五



法
政
研
究
六
巻

一
号
公
一〇
〇

一
年
）

三
四
二
頁
四
頁
等
。

（６
）
拙
稿

「業
務
縮
小
と
整
理
解
雇
」
労
働
判
例
二
九
八
号
八
頁
。

（７
）
こ
の
よ
う
な
議
論
の
試
み
と
し
て
、
西
谷
敏

『整
理
解
雇
法
理
の
再

構
築
』
季
刊
労
働
者
の
権
利
二
三
八
号
五
九
頁
、
季
刊
労
働
法

一
九
六

号

『特
集

ｏ
整
理
解
雇
法
理
の
再
検
討
』
の
各
論
稿
。

（８
）
資
格
制
度
の
降
格
に
関
す
る
判
例
と
し
て
、
ア
ー
ク
証
券
事
件

（東

京
地
決
平
八

・
一
二

・
一
一
労
働
判
例
七

一
一
号
五
七
頁
）
、
ゴ
ー
ル

ド
・
ハ
ウ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
事
件

（東
京
地
決
平

一
一
・
九

・

一
労
働
判
例
七
八
九
号
八
三
頁
）
、
ア
ー
ク
証
券
事
件

（東
京
地
判
平

一
二

・
一
・
三

一
労
働
判
例
七
八
五
号
四
五
頁
）
、

ハ
ク
ス
イ
テ
ッ
ク

事
件

（大
阪
地
判
平

一
二

・
二

・
二
八
労
働
判
例
七
八

一
号
四
三
頁
）

等
参
照
。

一
一
一
エハ



業
務
縮
小
と
整
理
解
雇
の
有
効
性

別表

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

3tl

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

東京教育図書事件

千代田化工建設事件

大阪造船所事件

国鉄大阪工事局事件

ピーエムエイ設計事件

トップエ業事件

三洋電機事件

東京教育図書(第 2)事件

米軍座間基地事件

日新工機事件

前出工機事件

福岡大和倉庫事件

日産ディーゼルエ業事件

千代田化工建設事件

米軍座間基地事件

三洋電機事件

サイゴンマリタイム事件

国鉄大阪工事局事件

千代田化工建設事件

チェース●マンハッタン銀行事件

東京教育図書事件

千代田化工建設事件

三井石炭鉱業事件

シンコーエンジニアリング事件

大申興業事件

ゾンネンポード製薬事件

ゾンネンポード薬品事件

千代田化工建設事件

正和機器産業事件

日本電子事件

観智院事件

福岡県労働福社会館事件

大申興業事件

シンコーエンジニアリング事件

新関西通信システムズ事件

新潟労災病院事件

八千代電子事件

インターセプター・
メディア・ソウトサー
ビス事件

ダイフク事件

土藤生コンタリート事件

土藤生コンクリート事件

スカンジナビア航空事件

情報技術開発事件

長栄運送事件

東京地決 平元・508

横浜地判 平元・5030

大阪地決 平元06・ 27

大阪地判 平元・11・ 13

東京地決 平元。12・ 8

新潟地三条支決平 201・ 23

大阪地決 平 2・ 2020

東京地決 平 2・ 4011

東京高判 平 2・ 4026

神戸地姫路支判 平2・ 6025

東京地判 平 2・ 9・ 25

福岡地判 平 2012012

浦和地判 平301・ 25

東京高判 平 3・ 5028

最高裁3小判 平 3・ 702

大阪地判 平 3010022

東京地決 平3011022

大阪高判 平3010011

横浜地判 平403026

東京地判 平403・ 27

東京地判 平403・ 30

最高裁1小判 平 4・ 5025

福岡地判 平4011・ 25

大阪地決 平 5・ 2・ 1

横浜地決 平502・ 9

東京地八王子支決平5・ 2・ 18

東京地八王子支決平5・ 2・ 18

東京高判 平 5・ 3・ 31

宇都宮地決 平507・ 20

東京地八王子支決平5010・ 25

京都地決 平 5011・ 15

福岡地判 平 602・ 9

横浜地判 平603・ 24

大阪地判 平 6・ 3030

大阪地決 平 6・ 3・ 5

新潟地高田支判 平6・ 809

東京地八王子支判平6・ 8030

大阪地決 平 701010

名古屋地判 平 703024

大阪地決 平 7・ 3・29

大阪地決 平 703029

東京地決 平 704・ 13

大阪地決 平 706・ 5

神戸地決 平 7・ 6・ 26

労働判例 539‐ 13

労働判例 540‐ 22

労働判例 545-15

労働判例 551-12

労働判例 553‐ 29

労働判例 560‐ 63

労働判例 558-45

労働判例 562-80

労働判例 562‐ 22

労働判例 565‐ 35

労働判例 570‐ 36

労働判例 578‐ 59

労働判例 581‐ 27

労働判例 606-68

労働判例 594‐ 2

労働判例 595‐ 9

労働判例 599‐ 46

労働判例 600‐ 53

労働判例 625‐ 58

労働判例 609-63

労働判例 605‐ 37

労働判例 615-12

労働判例 621‐ 33

労働判例 627‐ 19

労働判例 628-61

労働判例 627‐ 10

労働判例 627‐ 16

労働判例 629‐ 19

労働判例 642‐ 52

労働判例640-55

労働判例 647‐ 69

労働判例 649‐ 18

労働判例66471

労働判例668-54

労働判例 668‐ 48

争   点

回避努力・事前協議。人選

工場分離・子会社化。1名 の整理解雇

出向拒否。必要性。回避努かた酔協議

臨時雇用

必要性。人選

部門閉鎖・必要性

定動社員 0回避努力

必要性・回避努力・協議。人選

1名 の整理解雇

移籍拒否・必要性0人選

1名 の整理解雇・人選

臨時工

工場閉鎖・配転

1名・必要性

降格・パー ト

必要性・部門閉鎖

必要性

臨時工・必要性

1名・必要性

出向先の業務縮小

必要性・回避努力・人選

部門分離・配転

必要性0人選

部門譲渡・必要性

委託業務の減少

部門閉鎖

部門閉鎖

1名・必要性

工場閉鎖・必要性0人選

パート・必要性0回避努力

業務の終了

必要性・回避努力。人選・協議

必要性 0回避努力

研Ψ搬。期馳,鴎努か燿・臓

営業譲渡 0人選

嘱託

必要性

回避努力

パー ト・人選

回避努力

必要性0回避努力0整理基準

必要性。人選

パー ト

必要性

無効

無効

無効

有効

有効

無効

無効

無効

有効

無効

有効

無効

無効

無効

有効

無効

無効

有効

無効

有効

無効

無効

有効

無効

無効

無効

無効

無効

無効

有効

有効

有効

無効

有効

無効

無効

有効

無効

無効

無効

無効

有効

無効

無効

二

一
七

労働判例 659‐ 51

労働判例659-33

労働判例 680‐ 88

労働判例 678-47

労働判例 693-99

労経速 1569-10

労働判例 675‐ 13

労働判例 686-90

労働判例 685‐ 60

1990年代以降 整理解雇事件判例一覧



45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

日証事件

社会福祉法人大阪暁明館事件

ジャレコ事件

コンテム事件

三和機材事件

高島屋工作所事件

情報技術開発事件

株式会社よしとよ事件

東江商事事件

芙蓉ビジネスサービス事件

丸子警報器事件

松原観光事件
ロイヤル・インシュアランス・パプリフ
タ̀り テヽッド・カン′ヾニー幹

生協メセタ事件

東江商事事件

高松重機事件

池田学園事件

東江商事事件

岩倉自動車教習所事件

関西電機事件

飯田物流事件

丸島アクアシステム事件

丸子警報器事件

インフォミックス事件

丸島アクアシステム事件

興和株式会社事件

ナショナル・ ウェスト

ミンスター銀行事件

株式会社サンク事件

兵庫県プロパンガス保安協会事件

レプロン事件

高松重機事件

宗田ゴム事件

本田金属技術事件

ナショナル・ウェストミンス

ター銀行佛 2次仮処分)事件

大阪労働衛生センター第1病院澤件

島長事件

北原ウェルテック事件

高島屋工作所事件

丸子警報器事件

日証事件

長門市社会福祉協議会事件

ナカミチ事件

シンガポール・デベロッ

プメント銀行事件

東洋印届1事件

同和観光事件

ケイエスプラント事件

大阪地決 平 707027

大阪地決 平 7010・ 20

東京地決 平 7010020

神戸地決 平 7010023

東京地判 平 7012025

大阪地決 平 7・ 12・ 26

大阪地決 平 801・ 29

京都地判 平 802・ 27

東京地判 平 803・ 19

長野地松本支決 平803029

長野地上田支決 平8・ 6・ 6

大阪地決 平 8・ 7・ 30

東京地決 平 807・ 31

東京地判 平8011・ 11

東京高判 平8011028

高松地決 平902・ 25

大阪地岸和田支決平9・ 3・ 31

最高裁3小判 平 9・ 7・ 15

京都地判 平907016

福岡地決 平909・ 30

大阪地決 平 9010・ 16

奈良地決 平9010017

長野地上田支決 平9010・ 29

東京地決 平 9・ 10031

大阪高決 平9012016

大阪地決 平10・ 105

東京地決 平1001・ 7

大阪地決 平1003027

神戸地決 平1004028

静岡地浜松支決 平10・ 5020

高松地判 平100602

大阪地決 平100604

福島地会津若松支決平10・ 7・ 2

東京地決 平1008・ 17

大阪地判 平10・ 8031

東京地判 平10010・ 27

福岡地久留米支決平10・ 12024

大阪地判 平1101・29

東京高判 平11・ 3・ 31

大阪地判 平1103031

山口地決 平 1104・ 7

東京地八王子支決平1107・ 23

大阪地決 平n09029

東京地決 平1101004

大阪地判 平11・ 10・ 15

鹿児島地判 平11011・ 19

労働判例 690‐ 95

労働判例 685‐ 49

労働判例 697‐ 89

労働判例 685‐ 43

労働判例 689‐ 31

労働判例 694‐ 86

労働判例 689-21

労働判例 713-86

労働判例 698‐ 95

労働判例 719‐ 77

労働判例 697-37

労働判例 714‐64

労働判例 712‐85

労働判例 711‐ 72

労働判例 733‐91

労働判例726‐

労働判例 718‐40

労働判例739-

労働判例 731‐60

労働判例 743‐92

労働判例 738‐38

労働判例 729‐ 21

労働判例 727‐ 32

労働判例 726‐37

労働判例 729‐ 18

労働判例 732‐49

労働判例 736‐ 78

労働判例 744-84

労働判例 743‐ 30

労経速 1687‐3

労働判例 751‐63

労働判例 747‐ 87

労働判例748‐ 1

労働判例 782‐ 35

労働判例 751‐38

労働判例 758‐ 88

労働判例 758‐ 11

労働判例 765-68

労働判例 758-■

労働判例 765-57

労経速 1718‐3

労働判例 775‐ 71

労働判例 778-84

労働法律旬報1482‐ 24

労働判例 775‐ 33

労働判例 777‐ 47

無効

一部無効

無効

無効

無効

無効

無効

無効

有効

有効

無効

無効

無効

有効

有効

無効

無効

有効

有効

無効

無効

有効

無効

無効

有効

無効

無効

無効

無効

有効

無効

無効

無効

無効

無効

無効

無効

有効

無効

無効

有効

有効

無効

有効

無効

無効

協議

必要性・人選

人選・協議

必要性

転籍

必要性

パー ト

回避努力・人選・協議

業種転換

必要性・回避努力。人選。協議

臨時工・回避努力・協議

事業廃止

協議

必要性

業種転換

回避努力

人選

業種転換

パー ト

必要性

パ… ト

嘱託

法
政
研
究
六
巻

一
号
公
一〇
〇

一
年
）

臨時工 0回避努力・協議

採用内定

嘱託

必要性・回避努力。人選・協議

事業部門閉鎖0人選・協

議

部門閉鎖・必要性

業務廃止・必要性

回避努力0人選・協議

回避努力・協議

必要性 0回避努力・協議

臨時工 0必要性

事業部門閉鎖・必要性・

人選協議

必要性

回避努力・協議

部門廃止

人選

臨時工 0回避努力・協議

協議

業務委託の解除=」狙謝レ回避努力0協議

必要性・回避努力。人選・協議

支店廃止・回避努力

必要性・回避努力

必要性0回避努力

必要性。人選・回避努力

ノ`
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業
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性

東京地決 平11011・ 24

東京地決 平11・ 11・ 29

大阪地判 平11・ 1208

大阪地判 平H・ 12・ 24

東京地決 平1201012

東京地決 平12・ 1021

東京地判 平1201・ 31

東京地決 平12・ 2・ 29

大阪地決 平12・ 4017

大阪地判 平1205・ 8

大阪地決 平12・ 509

東京地決 平1205・ 26

大阪地決 平12・ 5・ 22

大阪地判 平12・ 6・ 23

横浜地川崎支決平1209・ 21

新潟地決   平12・ 9・ 29

必要性

業務委託打切=必要性硼勝か人選=協議

必要性0回避努力・協議

回避努力

必要性

事業部門閉鎖・必要性・
人選・協議

必要性

必要性・協議

回避努力・協議

必要性・回避努力

契約社員

必要性。回避努力。人選・協議

支店廃止0回避努力

支店廃止・回避努力

回避努力0協議

回避努力0人選・協議
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